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グ戸、、
議会の動き
、、=〆/

第4固定
例町議会

一
般
会
計
三
十
六
億
五
百
七
十
二
万
円
に

第
四
回
定
例
町
蟻
会
は
、
十
二
月
土
八
十
七
日
の
一
百
川山

間
開
ガ
れ
、
舎
金
町
種
川
温
泉
休
憩
所
の
設
置
夜
ひ
管
理
巳
州

闘
す
る
条
例
制
定
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
厳
寒
十
一
件
を
欝
綴
し
、
酬

い

ず

れ

も

原

案

ど

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

だ

。

川

こ

の

強

会

で

決

ま

っ

た

こ

と

は

次

の

と

お

り

で

章

。

刷

。

一
般
会
計
補
正
予
算

及

事

業

資

質

担

金

二

百

八

十

八

万

九

千

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
三
百
四
十
円
、
児
訪
芋
当
非
被
用
者
分
六
十
五
万

四
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
三
十
六
七
千
円
、
季
節
労
働
者
就
労
対
策
白
金

億
五
百
七
十
二
万
二
千
同
に
な
り
ま
し
二
百
五
十
三
万
三
千
円
、
救
牒
対
策
事

た
。

業
賃
金
百
七
十
二
万
円
、
日
進
地
区
爾

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
国
民
健
牒
拓
道
路
肺
訴
備
事
業
負
担
金
首
八
十
凶
万

保
険
特
別
会
註
事
業
勘
定
繰
出
金
に
一
一
一
千
円
、
極
川
温
泉
休
憩
所
冨
理
委
託

千
六
百
五
十
万
円
、
救
急
医
療
啓
藁
u

料
凹
十
五
万
問
、
除
古
車
運
転
助
手
質

金
二
百
七
十
万
円
、
除
雪
委
託
料
凶
百

三
十
万
円
、
田
代
線
測
円
副
委
託
料
五
十

万
岡
、
盟
国
線
道
路
用
地
購
入
費
百
六

十
八
万
円
、
八
束
紙
架
換
工
事
盲
二
十

一
万
四
千
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
ボ
イ
ラ
ー
配
符
柿
修
工

事
二
百
八
十
二
万
円
、
老
人
手
当
、
老

人
医
療
費
凶
百
六
十
六
万
二
千
円
、
国

民
年
金
印
紙
買
受
代
二
百
八
十
六
万
七

千
円
、
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
会

三
百
三
万
五
千
円
、
鈴
金
地
区
排
水
対

昨
年
同
期
よ
り
降
雪
が
多
く
排
雪
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
町
道
旭
線
の
排

雪
状
況
。

悩みごとはお気軽に

ご相談ください

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
理
解
と
熱

立
を
む
っ
て
奉
仕
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
二
十
二
名
の
民
生
委
員
の
方
々
が

任
期
満
了
町
た
め
一
斉
改
選
と
な
リ
、

十
二
月
一
日
付
で
下
記
円
と
お
り
再
任

又
は
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
児
革
委
員
を
兼
任
し
、

低
所
得
者
向
自
立
更
生
内
援
泌
を
は
じ

め
、
お
と
し
よ
り
、
身
体
障
害
者
、
母

圭
車
庭
、
精
神
田
昨
日
出
者
向
柿
祉
向
上、

児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動
の
ほ

か
、
社
会
初
祉
協
蛾
会
や
共
同
募
令
辺

動
主
ど
日
常
的
傾
祉
活
動
の
中
心
を
担

っ
て
お
り
ま
す
.

悩
み
司
』
と
や
、
心
配
ご
と
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
地
区
個
当
町
民
生
委
長
さ
ん

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
勿
論
、
秘
穏
は

守
ら
れ
ま
す
。

-
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又、

こ
の
た
び
円
改
選
で
問
部
広
さ

ん

(英
利
河
)
が
而
戸
川
出
き
れ
、
厚
生
大

臣
及
び
北
海
迫
州
市
中
か
句
感
謝
状
が
、

民
生
蕃
H
協
議
会
か
句
記
念
品
が
附
句

れ
ま
し
た
。

'v
美
一
利
河
全
柏
崎
佐
藤
誠
太
郎
V
花
石

全
域
田
中
義
雄
官V
中
皇
、
住
吉
、
上

位
川
地
区
銀
須
隆
三
郎
V
極
川
自
前

駅
前
、
中
根
川
地
区
加
藤
俊
治
マ
興

協
州
、
光
台
、
下
メ
y
プ
悶
台
、
下
位

川
地
区

上

回

茂
V
土
稲
穂
、
下
稲
穂
、

金
又
地
区
鮪
股
敬
二
V
凹
代
、
上
田

代
、
南
国
代
、
笠
受
、
南
州
最
宜
、
八
鈴

地
区
、
米
政
松
級
官V
八
束
中
央

一民
生

八
束
宝
回
、
栄
地
区
吉
田
吉
郎
V
八

東
宮
内
下
、
南
原
、
初
回
地
区
足
利

義
明
マ
白
石
全
液
、
す
T
島
和
雄
V
金
原

鈴
品
益
城
伊
勝
一
川
市
V
H
H
品
回
、
都
日

邦
地
区
鈴
木
吾
良
V
抽

q
i
、
中
ト
7

J

ケ
ン
‘
下
ト
?
ン
ケ
ン
地
区
、
平
野

清
雄
V
鈴
岡
、
ト
7

ン
ケ
ン
地
区
山

本
正
太
郎
V
日
進
全
域

小
池
虫
憾
V

大
和
町
、
御
影

地

雇

岡
敬
V
日
の
出

町、

間前大
町
、
来
日
刊
地
区
、
白
石
光
叶
u
d

v東
町
、
曙
町
地
区
栗
山
幸
紘

V
八

幡
町
、
本
町
、
昭
和
町
地
区
松
桁
泰

子
V
旭
町
、
栄
町
、
緑
町
、
商
工
団
地

地
区
、
尾
形
哲
夫
V
南
町
、
末
広
町
地
区

伊
藤
文
伎
マ
南
栄
町
地
区
商
品
主
息
子

策
卒
業
負
担
金
百
八
十
四
万

一
千
円
、

極
川
地
区
排
水
対
条
事
業
負
担
金
一
千

二
百
万
円
、
初
回
地
区
股
地
開
発

(道

路
)
事
業
負
担
金
函
十
八
万
八
千
円
、

樋
川
地
区
排
水
基
盤
粧
品
例
制
葺
資
負
担

金
七
十
五
万
円
、
田
代
地
区
民
地
開
発

事
業
負
担
金
主
十
四
万
九
千
円
、
除
言

ト
ラ
Y
7
償
還
金
百
五
十
一
万
七
千
円

盟
回
線
物
件
補
償
資
百
十
五
万
九
千
円

同
保
病
院
削
排
水
路
都
備
工
事
三
百
二

十
五
万
問
、
公
営
住
宅
建
設
工
耶
外
四

百
八
十
万
円
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス
購
入
費

八
十
五
万
六
干
問
、
五
十
四
年
発
生
災

害
復
旧
工
事
六
百
四
万
四
千
円
、
地
方

俄
利
子
百
七
万
二
千
問
、
主
ど
が
減
州
制

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
成
入
は
、
地
方
交
付
続

三
千
六
百
六
十

一
万
三
千
円
、
町
依
四

百
九
十
三
万
問
、
道
支
出
金
二
百
六
十

三
万
五
千
円
、
使
用
料
及
び
手
数
料
八

十
九
万
円
、
な
ど
が
見
込
ま
れ
、
悶
加

支
出
会
九
百

一
万
円
、
諸
収
入
二
百
七

十
一
万
円
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
f.。

〈〉
特
別
会
計
補
正
予
算

同
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
‘
保
険
給

什
授
な
ど
凶
百
主
十

一
万
一
千
円
が
減
額

さ
れ
、
予
算
総
仰
は
七
位
凶
+
九
万
二

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

国
保
会
叫
紘
設
勘
定
で
は
、
薬
品
材

料
費

2
2院
主
費
用
に
九
千
八

百
三
万
六
千
阿
が
追
加
さ
れ
、
収
益
的

支
出
総
傾
は
八
億
二
千
八
百
九
十

一
万

二
千
同
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
町
簡
易
水
道
事
業
は
、
各
戸

給
水
工
事
負
担
金
な
ど
六
百
八
万
五
千

円
が
減
傾
さ
れ
、
予
算
総
幼
一
億
二
千

七
百
十
三
万

一
千
円
に
む
り
ま
し
た
。

〈〉
町
啓
貝
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
只
の

給
与
改
正
に
準
じ
て
、
町
職
員
の
給
与

務
手
当
町
給
与
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

-e
 

f
 
O
過
疎
地
域
振
興
対
策
の
た
め
の
固
定

資
産
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定

町
が
過
疎
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
過
疎
地
域
振
興
特
別
措

霊

長

づ
く
工
場
内
建
物
を
新
築
、

機
械
及
び
土
地
を
取
得
し
た
場
合
(
八

百
万
円
以
上
)
三
年
間
何
回
定
食
政
税

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈〉
八
鈴
集
落
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

八
鈴
集
落
セ
ン
タ
の
設
世
に
伴
っ

て
、
そ
の
管
制
曜
と
運
営
を
図
る
た
め
に

定
め
ら
れ
ま
L
P
3

M
V種
川
温
泉
休
曲
第
条
例
の
制
定

極
川
温
泉
休
恕
所
の
設
世
に
伴
っ
て

そ
の
竹
離
と
巡
営
を
図
る
た
め
次
の
よ

う
に
{
疋
め
ら
れ
ま
し
た
。

。
入
浴
料
大
人

(十
二
歳
以
上
)
二
二

O
向

中
人
(六
歳
i
+
二
歳
未
満
)一口口
問

小
人
(
六
段
未
満
)
五
O
阿

今
ヰ
七
月
と
八
月
に
改
正
さ
れ
た
国

民
年
金
は
、
年
金
制
計
界
的
基
礎
に
な

る
基
本
単
価
を
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
大
幅
な
給
付
倒
的
改
普
が
お

こ
主
わ
れ
ま
し
子
、

(左
表
)

と
く
に
、
母
子
(
準
母
子
)
年
金
に

つ
い
て
は
、
母
子
加
算
を
新
設
し
、
他

的
年
金
制
度
ケ
句
泣
族
年
金
を
受
け
ら

れ
古
い
人
に
つ
い
て
、
年
間
十
八
万
円

の
加
幻
が
お
こ
主
わ
れ
ま
す
。

前
初
年
金
に
つ
い
て
も
年
金
額
が
引

き
上
げ

均
れ
ま
し
た
。

(
左
表
)

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
町
年
金
高
聞
の
引
き

上
げ
お
よ
び
、
実
航
時
期
に
つ
い
て
は

左
表
的
と
お
り
で
す
。

。
豊
蓄
積
用
料

は

一
室
(二
時
間
ま
で
)
弓

8
白
円

H

(
一
時
間
地
)

「

8
口
円

眼
房
料
(十
一
月
1
四
月
)
一D
D

円

。
浴
場
の
開
場
は
午
後

一
時
、
間
協
は

午
後
九
時
ま
で
。

。
今
金
町
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

政
正
容
量
主
竺
部
改
正
に
よ
り
入

居
者
向
資
格
が
次
の
よ
う
に
拡
大
さ
れ

ま
し
え
①
六
十
歳
以
上
町
方
(
女
子

は
五
十
歳
)
②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
手
帳
に
障
害
が
あ
る
者
と

し
て
記
秘
さ
れ
て
い
る
方
③
城
山
町
病
者

手
艇
の
交
付
を
受
け
て
い
る
肯
③
生
活

保
護
法
に
よ
る
保
護
適
用
品
『

M
X
茎
町
病
院
霊
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

L
r

町
間
保
田
別
院
の
改
築
に
伴
っ
て
病
練

数
が
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

o
一
般
向
床

二

五
床
(旧
七
八
床
)

O
結
絞
病
床
五
床
(
旧
二
八
)

。

一
般
質
問

三
議
員
か
句
①
過
疎
対
策
と
し
て
、

自
衛
隊
誘
致
的
考
え
は

⑦
奨
学
食
全
費
付
基
金
の
増
執
に
つ
い

て
、
口
保
有
料
円
減
傾
に
つ
い
て

(出

設
保
育
所
)

③
ヤ
?
セ

(偏
旋
風
)
防
止
の
防
風
樹

の
設
世
に

つ
い
て
、
口
農
業
後
継
者
花

嫁
対
策
円
強
化
に

つ
い
て

l
一
般
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

若
手百円
内
符
は
「
議
会
だ
よ
り
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
の
改
定

こ
の
よ
う
に
年
金
狛
が
引
き
上
町
句

れ
ま
し
た
の
で
、
保
険
料
納
に

つ
い
て

L
昭
和
五
十
六
年
四
月
分
か
ら
、
四
千

五
百
円
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
主
り
ま

L
Pも
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特付町 極顕 改正 世正桂 柴崎JlIJllIJ

老齢年金

40年納付 753冒312同 806，400円 55年 7月
担 25年納什 470.700阿 504，0日目円 n 

19年納付 401.200PJ 429.84日円 H 

(大正9年4月生)

出 1 O~手年金 296.900問 318，600円
5年年金 241，3曲阿 211 ，200円 55年8月
障害年金 ( 1組) 597，500円 621，000円 55'手7月

重手
" ( 2紐) 478，凹0円 5目1，回目円 W 

母子・準母予・遺児年金 478凹D内 501，600円 H 

子若干の加算(2人目) 24似10円 同，DOO円 M 

金 ( 3人目以陣) 4，8凹円 24，000円 " 
母子加耳・準母子加算 新 段 180，回目円 55年8月

老齢福祉年金 240，000円 270，000円 55Sf-8月
障審者年金 ( 1紐) 話。 。∞円 405，回目円 " 
11 " ( 2紐) 240，000円 270，回目円 H 

母子・準母子福祉年金 312.似泊 351，600円 " 
子等円11fr却(2人目) 24.0凹円 60，0自由円 H 

11 (3人目以降) 4，800円 24，日目。円 H 

祉

恩給等への併棺制限 限度額 限度額
55年度由雄和 410，航悶円 450，0日目円

年所 本人・ 同庁f母 所得

" 得 夫婦世帯 1，305，冊O問 t ，364，000円
相H

限 技葺義輯者 所押
(拙ぇ置き)金 8人世帯 6.834曲O円

-年金額等改正表・

( 3 J 



昨
年
道
内
の
究
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
五
百
十
人
て
前
年
に
比
へ
三
十
九
人

主

で
し
た
が
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
ニ
位
の
愛
知
県
に
可
人
の
差
を
つ
け
て
六

年
連
続
全
国
一
と
い
う
不
名
誉
な
記
録
を
残
し
ま
し
た
a

本
町
に
お
い
て
も
例
外
て
な
く
昨
年
十
月
二
十
四
日
田
代
て
七
十
五
歳
の
老

人
が
普
通
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
、
十
二
月
二
十
八
日
に
は
若
者
の
暴
走
に
よ

る
三
人
の
死
者
を
出
し
、
未
曽
有
の
惨
事
在
引
き
起
こ
レ
ま
し
た

こ
と
し
己
モ、

死
亡
ゼ
ロ
の
願
い
を
こ
め
て、

昨
年
一
年
間
の
事
故
内
容
を

分
析
し
て
み
ま
し
た
。

[
資
料
は
今
金
普
察
官
派
出
所
提
会

聞 i本 名 金額(阿) 団 体 名 金面(円} 団 I~ 名 金額(円) 団 体 名 金額(円)

曙 町 24.000 盟 Il ，300 八 東百 円 下 3，剖3 神 丘 高 台 3α)() 

向 英 町T 10，曲。 11 手; 3，515 八 w: 持: 2，100 やl' 丘 共 キ日 7，α)() 

日 の 町 7，000 一仁 や垂 111 7加。 八 耳E A 玉 聞 7曲O イ マ ヌ エル 3，6曲

東 町 18‘110 何i 111 
e白」 lllJ 38.400 八 "* 初j u! 2刷。 多台 問 第 2.5曲

八 輔 百I 18.臥泊 ト五 111 駅 lli/ 5，0曲 八 車 更 生 4.7凹 多合 同i 下 台 1，2叩

本 町 12咽似泊 極 111 10.400 白 石 4曲。 神丘学校班 3，500 

昭 ね1 回f 14咽600 ーF 組 111 5凹0 金 I~Î 日目 相l 4.050 神丘光町単 3，回。

地 町[ 15咽800 下メップ ~j 台 2，200 i11 国t 呂 !日 8，400 八 *学校班 4，8回

栄 関f 22，680 fiTI 邸 10.0曲 金 即 zや 央 1，700 金際学校直 3，凹3

大 布! 国I 52‘650 F lin 担! 3.500 上 金 lfI 2“加。 多食 l話1 車 1，4曲

末 広 町 38冊。 金 又 2α)() 多令 金 3，α)() 今金蝿入金 30，α)() 

u 町 16.350 光 古 5，5叩 上 多合 金 l、650 今金町亦十字奉仕団 30，α)() 

T相 同I 8∞o >!i 多1 15，曲。 事F 目 ヂj 3，000 棚怖判次郎 10‘加。

I街 栄 国T 52咽650 御 彬 20.950 品]I!I l1l 3.500 八 千 よ 10，5田

耐 工 間 t也 9.070 南 n 畳 3.022 ト マ ム〆 ケ ふ〆 7似)() 立正位正全今金輪山支部 23，は)()

央 "'1 河 ー 股 10.1佃 111 代 5.1冊 中トマンゲン 2，曲。 今金中生徒会 50，4国

:s. 利河冗山 2，以)() 上 図 代 1創)() 神 丘 中 央 8曲。 今金フイオンズク 7プ 50，曲。

提不1I 河日間 5.6∞ ili 図 1( 16，開。 やl' 丘 新 w 3凹O
員 手l 河 Eリ 2，曲。 J 東 ~と 2凹O 事l' 丘 中 T告 2，000 

7< 石 25.170 八 現』 ft.J 即 3∞o 布l' 丘 西 告B 4曲。 合 計 849.目。

老人と子どもを交-通事v 故m 抗守v ろう 一基EBiV72事fiHi3時23高
O夜間的老人の一 人歩きは危険 い 札帆 品回 縦国 マ佐べ

O雪道はふだんより 10キロダウ/ り 4はけ防 今室府タキ悦ヰL 昼喜マ 今吉一〉

L223外〈喜

同両交通事故分析 1

負傷者21人発生15、死者3、

昨
年

一
年
間
、
町
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故

(人
身
事
故
)
は
先
生
十
五
件

に
死
者
四
人
と
二
十
一
人
的
負
防
省
を

出
し
て
い
ま
す
。
前
年
と
比
べ
発
生
件

数
が

一
件
、
負
傷
者
が
一
人
の
地
と
な

っ
て
町
と
し
て
は
、
ま
こ
と

μ
残
念
な

結
川
市
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
車
ど
う
し
の
事
故
十
件
、

自
動
車
と
自
転
車
一
件
、
自

動
車
と
歩
行
者
三
件
、
単
独

事
故
一
件
と
主
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
年
齢
を
見
る
と

二
十
歳
未
満
が
三
人
、
二
十

歳
か
ら
二
十
四
歳
来
満
が
二

人
と
ほ
と
ん
ど
若
者
向
事
故

が
多
い
の
が
目
だ
ち
ま
す
。

事
故
原
因
を
み
ま
す
と

車
側
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
言
、
五
件
、
吹
雪

・
雷
巡

の
ス
リ
y
プ
四
件
、
追
い
越

不
適
当

一
科
、
前
方
不
在
意

三
人
の
若
者
が
即
死
し
た

一

女
通
事
散
現
場

総額823，000円を配分

，み

月
。
を

い
っ
ぱ

す
け
あ

を
通
じ
て

寄
せ
ら
れ

特
に
例

ら

一
万
円

今
金
中
学

A
Z金
制
帥
人

今
金
支
部

な
ど
の
団

」り
れ
総
領

と
な
り
ま

J
」
れ
ら

た

福祉施設などに

マにし六総ママ マ V
厚町た十な領人町人町者生三光

四
件
、
輸
相
刷
物
転
治
防
止
不
適
当
一
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
出
し
過
言
五
件
の
っ
ち
百

J
以
上
の
速
度
で
運
転
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
が
二
件
あ
り
、
一
件
は
三
名
負
傷
、

一
件
は
三
名
即
死
町
並
大
事
故
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

道
路
別
発
生
状
況
で
は
、
毎
年
事
故

が
集
中
す
る
国
道
二
七
七
号
線
上
が
主

で
、
神
丘
地
区
で
五
件
、
美
初
河
地
区

一
件
‘
住
吉
地
区
一
件
、
肱
川
地
区
一

件
、
金
需
街
地
区

一件
、
そ
の
負
傷

者
は
十
八
人
(
死
者
三
名
)
。

一
方
選
々
で
は
田
代
三
件
、
鈴
金
二

件
で
七
名

(死
者
一
名
)
な
ど
道
路
事

情
の
よ
い
個
所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

時
間
別
で
は
、
正
午
か
ら
八
時
頃
が
九

件
と
多
く
、
月
別
で
は
一
、
二
、
三
月

の
冬
期
間
で
八
件
、
四
月
、
六
月
、
九

月
、
十

一
月
は
い
中
他
ゼ
ロ
と
な

っ
て
い

ま
す
。
事
故
車
町
住
所
別
で
は
、
今
金
町
在

住
者
が
四
十
%
、
北
胎
山
町
、
瀬
棚
町

二
十
七
%
、
函
館
、
札
幌
な
ど
町
外
者

が
三
十
三
%
と
前
年
か
ら
比
べ
町
内
在

巨 分 発生件数 死者数
傷者数

大 成 町 3( 2) 2( 0) 11 3) 

t頼 冊 留T 3( 3) 2( 1 ) 1( 3 ) 

北神山町 ll( 9) 3( 3) 12( 13) 

今 金 町 15(14) 4( 1 ) 21(20) 

北格山署管内 32(28) 1 J( 5 ) 35(39) 

1.655 52 2.292 

函匝方面 (I.703) (54) (2.3∞) 

16，737 510 23.375 

会 I且合計 (16.747) (549) (23.515) 

55年の交通事 故発生状況 ()凶岬分住
者
の
事
故
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

北
槍
山
警
察
署
管
内
の
発
生
状
況
は

別
表
の
と
お
り
。
発
生
件
数
で
は
四
件

の
的
、
死
者
が
六
人
の
増
と
交
通
事
故

の
恐
ろ
し
き
を
物
語
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
道
笠
-山
釦
方
面
本
態
u内
的
に

み
る
と
発
生
件
数
で
は
、
前
年
比
四
八

%
の
減
、
死
者
数
で
は
二
%
の
減
で
、

本
町
の
交
通
公
全
の
モ
ラ
ル
は
域
別
旭
町

結
川
市
に
な
り
ま
し
た
。

岡
本
部
で
は
手
通
事
故
死
絶
滅
を
今

年
の
最
重
点
目
棋
に
掲
げ
、
ヤ
ン
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
、
州
附
い
逆
転
、
述
度
九
世
反
主

ど
を
丞
占
と
し
た
対
策
を
講
ず
る
と
と

も
に
指
導
、
取
締
ま
り
を
強
化
し
て
い

く
方
針
で
す
の
で
、
町
民
の
み
主
さ
ん

も
交
通
払
故
の
な
い
明
る
い
住
み
や
す

い
町
づ
く
り
円
た
め
こ
協
力
く
だ
さ
い
・ 一一一

(4 ) 

善

意

の

募

金

あ
り

ガ

と
う

n
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正

月
H

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
恒
例

の

「儀
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が
十
二

月
い

っ
ぱ
い
繰
リ
広
げ
ら
れ
ま
し
f-o

こ
の
運
動
は
、
赤
い
羽
椴
で
お
な
じ

み
の
共
同
募
金
述
動
(
十
月
1
十
一
一
月
)

町一

環
と
し
て
、
十
二
月
に
限
っ
て
行

わ
札
、
心
ま
れ
な
い
方
に
次
の
み
な
さ

ま
か
之
官
古
町
大
口
募
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(順
不
動
)

マ
和
工
控
設
マ
道
南
山
業
共
品
川
組
合
今

金
主
所
マ
坂
本
雄
設
マ
今
合
同
政
凶
弾
協

同
組
合
マ
野
一品
印
刷
V
山
部
湾
問
会
マ
安

西
タ
イ
ヤ
一
閉
会
マ
姥
名
商
庖
マ
外
山
建

設
マ
み
の
や
阿
山
マ
泉
川
築
制
マ
佐
藤

板
金
工
業
所
マ
問
中
呉
服
問
マ
た
か
し

ま
や
マ
古
回
美
容
院
マ
千
葉
呉
服
応
マ

菊
奔
し
マ
田
中
靴
庖
V
は
し
か
マ
束
ハ

イ
ヤ
ー
A

玄
品
川
内
業
所
マ
道
鋭
人
守
人
生
文
広

マ
タ
ダ
ノ
今
令
指
マ
大
事
MMM
マ
ボ
料
市
出

マ
林
印
刷
マ
A
7
食
事

詰
問
医
院
マ
花

井
建
設
マ
た
ち
ば
な
呉
服
脂
マ
ニ
コ
ニ

コ
食
堂
マ
折
鼠
商
庖
マ
や
ま
と
や
金
物

広
守
山
脚
川
附
庖
マ
俳
品
目
川
金
品
工
品
支
応

マ
い
ま
が
ね
曲
料
マ
石
品
川
カ
メ
ラ
山
マ

力
不
ン
ン
ス
ト
ア
ム
込
治
マ
ーリ

ω新
聞
脂

マ
岡
林
建
設
マ
目
別
ス
ト
ア
守
中
山
章

一
寸
問
広
マ
西
国
商
庖
マ
由
浅
食
堂
マ
内

線
精
肉
的
マ
今
金
白
石
守
今
金
オ
l
ト

一一



の今金」を語る懇談会
農業や観光資源の活用など

八
+
年
代
は
、
地
方
の
時
代
で
あ
り
地
域
に
住
む
全
て
の
住
民
の
英
知
と
行

動
を
一
向
に
集
め
て
、
明
る
く
、

豊
か
で
活
気
あ
忍
れ
る
町
っ
く
り
の
た
め
に

語
り
合
お
う

l
と
今
金
町
青
年
会
帯
主
催
の
「明
日
の
今
金
を
語
る
懇
設
会
」が

一
月
十
二
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
-
」
の
懇
談
会
の
参
加
者
は

町
内
六
つ
の
青
年
、
若
妻
組
織
か
ら
選
は
れ
た
二
十
七
人
の
人
達
と
、
町
長
、

助
役
、韓国宮
、

町
機
会
三
常
任
委
員
蚕
、
教
育
長
な
と
関
係
者
四
十
人
が
)
産

業
、
教
育
、
商
工
、
医
療
、
観
光
な
ど
幅
広
い
問
題
に
つ
い
て
考
え
方
や
対
策

を
積
極
的
に
出
し
合
い
、
あ
す
の
町
づ
く
り
な
ど
を
め
く
っ
て
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

官
年
金
総
は
昨
年
ま
で
町
理
事
者
等

を
招
い
た
快
擬
談
会
を
年
一
回
同
似
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
よ
り
深
〈

自
由
に
地
域
的
諸
問
題
を
話
し
合
お
う

と
懇
談
会
形
式
に
変
更
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
ま
ず
、
町
長
が
町
政
岳
蔽

の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
行

政
報
告
し
た
あ
と
、町
長
、

議
長
、
助
役
、
議
頁
等
を

指
導
助
言
者
と
す
る
四
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
、
「
明

目
的
今
金
を
育
て
る
」
こ

と
を
共
通
テ
!
?
に
懇
談

に
入
り
、
刊
作
世
間
町
が
抱
え

て
い
る
希
叫
キ
不
安
な
ど

祁
問
題
を
弘
点
L
A円い

指
戦
助
言
者
側
の
対
応
策

な
ど
を
聞
き
ま
し
fも

話
与
口
い
の
中
で
は
「
過

疎
化
に
ど
う
対
処
す
る
か
」

「
美
利
河
ダ
ム
に
関
連
し

て
観
光
開
発
を
ど
、
ヲ
推
進

す
る
か
」
よ
る
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
股
誌
の
今
後

砂
上
級
指
導
者
研
修
々
に
参
加
し
て

園
内
研
修
は
、

去
年
六
月
に
行
な

わ
れ
た
背
年
団
体

上
級
指
導
者
養
成

講
習
修
了
生
三
十
四
名
町
中
か
旬
、全
道

各
地
よ
り
十
五
名
町
代
表
者
を
選
ぴ
、

私
が
そ
の
一
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
べ

こ
の
研
修
の
目
的
は
、
総
合
的
な
研

修
を
通
し
て
、
視
野
を
広
的
、
さ
ら
に

織
見
を
養
い
、
次
代
的
北
海
道
を
担
う

実
力
の
あ
る
背
年
指
導
者
を
義
成
す
る

る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

十
一
月
五
日
参
加
者
辛
貨
が
、
北
海

道
立
背
年
内
家
(
深
川
市
)
に
集
ま
り

結
図
式
、
ミ
ィ

l
テ
ィ
ン
グ
等
を
終
え
、

十
一
月
六
日
か
ら
十
固
ま
で
の
日
程
で

東
京
都
、
静
岡
県
へ
向
か
い
ま
し
た
。

六
日
に
飛
行
機
で
羽
田
に
着
い
て
み

る
と
十

一
月
な
の
に
北
海
道
に
比
ら
べ

暖
か
き
に
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

こ
の
目
的
日
程
で
あ
る
。
辛
国
青
年

大
会
的
開
会
式
に
行
き
ま
し
た
が
、
大

勢
の
背
年
と
、
辛
国
各
地
町
市
H
年
団
団

旗
を
見
、
あ
ら
た
め
て
背
年
団
組
織
的

体
大
き
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
L
P
3

翌
日
は
、
静
岡
県
の
掛
川
市
に
向
い

ま
し
た
が
、
掛
川
市
は
日
本
一
の
お
茶

と
パ
ラ
の
産
地
で
あ
り
、
定
住
凶
モ
デ

ル
都
市
と
生
札
学
削
山
都
市
で
、
環
同
引
の

良
い
街
と
感
じ
ま
し
た
。

又
、
パ
ラ
は
日
本
一
だ
け
あ
っ
て
訪

渡

辺

教

勝

(
住
古
)

ず
れ
た
パ
ラ
悶
で
は
、
出
荷
、
選
別
は
、

生
診
者
が
行
な
わ
ず
‘
他
の
人
を
席
勺

て
品
質
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

掛
川
市
で
苛
年
同
家
に
民
宿
し
、
羽
化

は
、
東
山
地
区
に
住
む
掛
川
市
述
背
町

会
長
さ
ん
毛
に
泊
め
て
も
句
い
ま
し
れJ
、

こ
こ
の
地
区
に
は
ま
だ
ま
だ
古
い
習
慣

が
残
っ
て
お
り
「
村
し
と
い
う
の
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
の
東
山
地
区
は
、
ほ
と
ん

ど
が
お
茶
を
栽
培
、
平
均
一
ど
か
ら

二
伝
の
経
常
而
献
で
平
地
が
少
な
い

た
時
に
、
急
な
山
の
斜
面
に
ま
で
物
を

作
っ
て
お
リ
、
北
海
心
で
は
考
え
句
れ
な

い
位
い
で
す
。
掛
川
市
町
行
年
団
の
組

織
率
は
、
印
%
と
低
い
の
で
す
が
、
都
市

内
川
年
と
脱
村
背
年
が
互
い
に
協
力
し
あ

い
、
年
間
を
過
し
て
活
発
主
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。
都
市
と
農
村
町
述
い
こ

そ
あ
れ
、
青
年
の
仲
間
意
識
と
い

2
」

と
に
つ
い
て
再
認
識
さ
せ
・
句
れ
ま
し
た
。

次
に
訪
ず
れ
た
治
水
市
で
は
、
十

三
あ
る
公
民
館
を
中
心
に
、
各
椛
団
体

等
が
協
力
し
あ
い
、
地
域
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

た
ま
た
ま
、
折
リ
良
く
興
津
公
民
館

内
文
化
川
町
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
地
域

的
人
が
公
民
館
を
中
心
に
ま
と
ま
り
、

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
る
惨
チ
が
印
象

的
で
し
た
。

消
水
市
内
守
年
間
は
、
学
区
で
区
別

さ
れ
て
お
り
総
団
貝
数
は
、
千
人
と
規

あ
る
べ
き
姿
は
・
」
に
芯
比
が
集
中

ま
た
、
町
民
的
U
耐
を
広
め
る
海
外
研

修
の
必
事
設
刊
な
ど
も
論
議
さ
れ
ま
し
た
・

こ
の
う
ち
・
過
疎
開
姐
に

つ
い
て
は

「現
在

(九
千
二
百
人
)
以
上
の
人
口

流
出
を
防
止
し
よ
う
し
と
い
う
占
で
参

加
者
向
意
見
が
一
致
、
そ
の
た
め
の
方

策
と
し
て
民
業
向
"
多
角
化
H
|
生
産

す
る
だ
け
で
な
く
二
次
加
工
ま
で
行
い
、

町
民
の
働
く
坊
を
確
保
す
る
こ
と
が
可

能
。
な
ど
が
強
制
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
町
開
発
関
係
で
は
、
五

十
五
年
か
句
ポ
エ
さ
れ
た
大
別
多
目
的

向
車
利
河
ダ
ム
を
災
利
河
川
川
山
市
、
自
然

休
旋
林
、
カ
ニ
カ
ン
昨
な
ど
を
包
折
し

た
レ
ク
リ
ェ
l
ン
ョ
ン
的
場
づ
く
り
の

構
想
が
従
策
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
内
刷
業
後
継
者
向
丘
討
を
市

め
る
た
め
、
研
修
ン
ス
テ
ム
を
再
出
検

し
、
技
術
、
知
識
両
国
の
勉
強
が
で
き

る
よ
う
推
進
す
べ
き
だ
、
と
の
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
べ

一
方
海
外
研
修
や
姉
妹
町
提
携
(
国

内
)
的
関
係
は
「
広
い
見
方
を
他
か
り

肢
が
大
き
〈
、
そ
町
他
背
年
回
以
外
に

も
い
ろ
い
ろ
な
組
織
が
あ
リ
社
会
教
育

的
進
ん
で
い
る
市
と
し
て
受
け
と
め
ま

し
た
。
私
達
は
行
年
と
交
流
す
る
た
め

に
市
立
少
空
自
然
の
家
に
行
き
ま
し
た

が
、
途
中
市
銀
は
狭
く
、
山
が
間
側
ま

で
迫
っ
て
き
て
お
り
、
北
海
道
で
は
想

像
も
で
き
主
い
く
ら
い
で
す
。
消
水
市

も
掛
川
市
と
同
様
、
急
な
山
に
ま
で
お

茶
を
作
っ
た
り、

み
か
ん
を
作
っ
た
り

し
て
お
リ
ま
す
が
、
近
年
お
茶
づ
く
り

に
対
し
て
王
宮
抱
い
て
い
る
行
年
が

多
く
、
現
代
以
業
の
あ
り
方
に
つ
く
づ

く
巧
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
仲
川
年

団
は
、
掛
川
市
と
泌
い
都
市
と
牒
村
の

取
リ
入
れ
る
」
う
え
で
必
雨
宮
、
と
い
う

巧
え
有
こ
れ
に
つ
い
て
助
言
者
側
は

「
当
問
、

円h
体
的
な
巧
え
は
持
ち
あ
わ

せ
な
い
が
、
背
年
会
議
な
ど
で
十
分
研

究
し
て
ほ
し
い
L

と
袈
望
し
ま
し
た
。

次
に
話
し
合
わ
れ
た
内
容
は

村
明
目
的
今
金
の
環
境
、
施
設
務
仙
ベ
川

画
は
い
か
に
す
べ
き
か

口
明
目
的
今
金
的
行
政
が
、
町
民
に
山
首

泊
、
反
映
さ
せ
る
に
は

∞
明
目
的
今
金
の
時
葉
が
活
気
あ
る
も

の
に
す
る
に
は

刊
明
目
的
今
金
を
創
治
す
る
刊
年
を
つ

く
り
育
て
、
は
ウ
る
も
の
は
何
か

・
4
6弘
凶

fb
T
1
4〆
ド

ヲ

マ

-
1
、

主

と

日

出

右

主
1
2
4
ん
元

1
1
t

町
長
、
教
育
長
等
は
現
状
の
間
組
内
を

は
示
し
な
が
ら
、
将
来
的
展
望
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
雌
間
だ

け
に
、
町
長
は
「
背
年
の
目
か
ら
結
集

さ
れ
た
町
づ
く
り
の
芯
見
を
帖
極
的
に

取
り
入
れ
、
今
後
の
町
政
に
反
映
し
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
炉
、

結
び
つ
き
が
剥
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
.

こ
れ
は
消
水
市
は
、
産
業
が
著
し
く
進

み
さ
ら
に
、
掛
川
水
泌
が
あ
る
た
め
内
外

的
貿
易
む
さ
か
ん
で
す
。
一
方
股
村
部

と
な
れ
ば
、

山
奥
と
い
っ
た
よ
う
に
感

じ
り
札
、
こ
れ
は
地
型
的
安
川
市
が
原
因

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
の
交
流
は
、
み
ん
な
は
じ
め

て
会
っ
た
人
達
と
は
思
え
な
い
程
う
ち

と
け
、
同
じ
活
動
し
て
い
る
汗
年
の
す

は
ら
し
い
占
で
は
な
い
で
し
ょ
っ
か
。

次
的
日
は
、
日
本
一
円
名
所
日
本
平

に
行
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
文
字
ど
お

り
日
本

一だ。

午
後
か
・
旬
、
今
次
研
修

の
ま
と
め
の
た
め
に
桁
州
恨
の
生
政
性
研

グ
美
利
河
団
地
巳
患
者
輔
送
車
H

の
運
行
を

部
落
・
町
内
会
長
会
議
で
要
望

訓
引
泊
町
内
会
長
会
総
は
、
十
二

月

ニ

ロ

マ

糊

捌

線

の

廃

d見
通
し
と
経
過

十
六
日
午
後
一
時
か
ら
消
防
庁
舎
に
約
に
つ
い
て
マ
美
利
河
団
地
に
忠
者
輸
送

六
十
人
の
代
表
が
集
ま
っ
て
聞
か
れ
ま
車
町
辿
行
を

1時
間
惜
の
聞
係
も
あ
る

し

た

。

の

で

倹

討

し

た

い

。

マ

美

利

河

駅

前

向

会
議
で
は
、
町
長
ケ
句
今
年
度
的
行
力
l
プ
ミ
ラ
l
修
理
を
早
急
に
H
H

現
地

政
報
告
と
縞
祉
課
か
句
①
日
亦
社
費
納
調
査
を
し
対
処
し
た
い
。
マ
南
停
車
場

入
差
点
出
今
年
度
共
同
支
③
歳
末
た
の
歩
道
除
雪
を

1
町
道
路
線
の
除
叩
雌

す
け
あ
い
運
動
募
金
な
と
に
つ
い
て
報
保
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
が
要
望
に
そ
う

告

が

あ

り

ま

し

子

、

よ

ヲ

検

討

し

た

い

。
マ
市
栄
町
団
地
的

行
政
金
扱
に
対
す
る
質
疑
応
答
の

お

柴

内
板
の
修
理
を
M
H
M
州
予
後
検
川
し
た

L
aこ
と

は

次

の

と

お

り

で

す

。

い
。
マ
公
り
い
住
宅
内
入
港
付
』
引
を
明

マ
光
ム
リ
ケ
之
又
ホ
ザ
校
へ
通
学
す
る
前
に
町
内
会
長
へ
必
知
を

l
対
処
し
た

冬
期
間
的
道
路
除
包
と
車
内
公
ぶ
に
支
い
。
マ
南
栄
町
住
宅
団
地
側
川
怖
の
誌
の

障
あ
る
の
で
待
必
場

合一ケ一
昨
)

設

也

設

置
を

(
流
れ
の
あ
る
部
分

)
1
削
苫

を

1
現
地
内
実
態
を
澗
査
し
対
処
し
た
後
綱
査
対
処
し
た
い
。
マ
町
辺
美
利
河

(6) 

|土地の売買こは届出ガ必要ですl
百:HIJ!llotiliij1<コ
届出は土地由利用目的。

取引価格白面で規正されます

・都市計画区域内ー 5.000耐以上

・そ町他の区雄一10αlO"'以上

務拝 L(は世場企画理企画係

② Olll(内線74)

とき 2月23臼 9時30分

ところ=今金町民センター

・大会内容①研究発袋
② y ンポジューム

③まちづくリ械器会

今金町背年金揖

〈テーマ〉 活力ある地出づ〈りを目 ざして

(主

〈第4回〉
郷土を築く青年・婦人大会

他}

今金地域大学

午後6時半から、町民セ J ター

地域づ〈りについて

輯師 今井久人民

(中央農民専門彼術Hl

今金池泊偉大学

市蚕豆町二視野広n
〈第 7回〉

2月24日

〈テマ〉

{主催)

修
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
が
、
ニ
ニ
の
セ

ン
タ
ー
は
立
地
象
件
む
良
く
、
企
在
的

社
員
教
育
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
主
研
修

す
る
の
に
は
最
高
で
す
。

↓
一
月
十
日
に
生
産
性
研
修
セ
ン
タ

を
後
に
し
、
そ
の
日
の
夕
方
札
幌
に

血
事
ヤ
引
き
ま
し
た
。

解
閉
式
は
、
問
む
な
く
行
わ
れ
参
加

者
全
只
、
今
研
修
は
大
変
実
リ
多
い
も

の
で
あ
っ
た
と
述
べ
あ
い
ま
し
た
。

道
外
に
出
て
気
候
、
風
土
町
追
う
土

地
を
見
学
、
青
年
と
交
流
し
た
こ
と
に

よ
リ
得
た

A
誕
主
体
験
、
成
果
を
我
々

の
背
年
柄
助
に
前
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

山
川
口
ポ
線
か
ら
部
地
へ
の
道
路
幣
仰
を

l

検
討
し
た
い
。

(7J 
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町
内
で
の
昨
年

一
年
聞
の
火
災
発

生
は
建
物
五
件
、

原
野
一
件
で
矧
害

額
は
二
千
二
百
五

十
一
万
一
干
同
と
、

前
年
に
比
べ
火
災

件
数
は
一
件
円
減

と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
損
害
額
で
は

約
百
三
十
五
万
円

円
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
焼
死
者

が
な
く
不
幸
中
の

幸
で
し
た
が
、
全

体
的
な
原
因
は
、

プ
ロ
バ
ン
庁
ス
の

取
扱
い
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
扱
い
な
ど
、

ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の
で

す
。

-・あなたです。火事を

出すのも、防ぐのも・・・・

“わが家の戸イドル"
、町田向 さん町民りIj(稲穂)
尚弘ちゃん 53. 1 . 9 ~I::. 

「末米の王選手-.l ....? 

テレビマンガ同大Hきなや
んちゃかやさん
今年は保育所がんば均な

くちゃ.

写真募集中 3哉までの
釘子さんの日常的スナ Yプ
をお帯せくださし、

一広報係ー

管
理
等
、
生
活
向
争
」
り
ゆ
る
場
で

一
歩

間
違
え
ば
出
火
の
原
因
に
主
る
危
険
性

を
秘
め
て
い
ま
す
か
ら
、
常
日
頃
火
気

使
用
に
は
十
分
注
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

一一
月
、
=
一月
完
震
が
非
常
に
乾
娠

し
、
強
い
風
が
吹
く
季
節
で
も
あ
り
、

加
え
て
啄
房
器
具
の
使
用
な
ど
も
あ
っ

て
火
災
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、
堅
一
房
器
具
の
点
検
.
就
寝
前
、

外
出
前
に
は
必
ら
ず
火
の
元
を
怖
か
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
方
一
に
備
え
て
、

消
火
器
内
使
い
方
、
避
難
方
法
な
ど
を

審
庭
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
九

ま
た
火
災
時
的
際
野
次
馬
等
‘
か
け

つ
け
消
火
作
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
互
い
に
注

意
し
た
い
も
円
で
す
。

(け
へ
の
決
意
新
日

初

め

市T民ひろ ば口口地域的できごと、話回、町政への意見、

こ
の
よ
う
に
住
宅
火
災
は

n
火
元
。

と
な
る
ス
ト
ー
ブ
的
取
扱
い
や
ガ
ス
の

処
理
、
農
作
業
に
よ
る
と
こ
ろ
の
機
械

こ
と
し
の
火
災
ゼ
ロ
を
願
っ
て
‘
新

年
恒
例
の
町
消
防
団
出
初
め
式
は
五
日

ず登録手続をして〈ださい。

b該当する犬 4月 1日現在で生

後91日以上町全て

の犬

HIiにつき2，000向
4月1日-30日

〈柘1剖官民術生係〉

・学校給食費が改定へ

本年四月から学校給食1質的納付
制が次のように改定する干定です.

主お詳細については後目、{~~而

b登録料

b受付

て〈式二さ b、。

b今回更新手続者 56年 3月31日
までのj刷聞の方。

・固定資産税額税台幡町縦賢を

役場税務課では 3月 1日から 3

月20日まで町mJ、土地、家底的解
価制などを記載Lた固定資産税課

税台帳をおみせします。

あなたの資産にかかる税金はな

になになのか、一度峨総してはい

カ‘カfて"1.-よヲカ‘・

・入学通知書は届きま Lたか
ニとし、 小学校に入学する児童

は昭和49年 4月2日か句昭和50年

4月 1日まで生まれた児童です ・

該当する児童には入学通知告を

お送り Lましたが、まだ属いてい

なかったり、通知性町内容に不明

な引がありま Lたら町教育委貝会
へご迎絡〈だき" 0 

圃郵便料が 1月20日から改正

郵便料金が56年 1月20日から次

( )内は56・3，31まで肉料金

0特殊取扱料

担F留料金 350同

附易s'留料金 250円

速達料金 200円 (!;Ogまで)

詳しいことは郵便局にお問い合

わせください.

〈町内各郵便局〉

.犬の飼育者は必らず登録を

町では、犬の登録業務を次によ

リ実施しますから、飼育者は必ら

U
M
I
--

砂日本町歴史15.16.17.18 ニ

江村栄一他砂歴史への招待=

藤縦井和夫惨流氷への旅=渡

辺淳一砂北海道文学金集12=

野上弥生子砂将軍上・中下=

古川-01¥訳砂父親上 ー下=遠
藤周作砂致死家庭=森村誠一

砂吉川英治全集3・44砂城山三

郎全集11' 12砂ぬくもりのあ

る旅=沢地久枝惨無名仮名人

名簿=同l回邦子惨11:'1ぃ循環=

夏樹jl(jl子砂 よみがえる季節=

郷節子砂小説人間的土地=吉

町十四割t砂川端康成金集13=
川端康成惨い〈たびの春=入

江柑政惨世界動物文学全集13

=藤原英司訳惨その年同冬=

立原正秋惨歴史の生界から=

司馬遼太郎砂山を走る女=津

刈{右子砂うすい貝殻=量当配芳子

~i.聞宿からせみ上・下=平岩弓枝

惨宇宙をはかる22=森下すIt桔f
'生物はふえる23=江上信雄

惨国土社町創作童話全15巻

砂新filJ作絵本全18巻
砂岩崎幼年文庫全16巻

(8 ) 

町民センター

関{!}~巨 だ よ り

.新内案内.

[一般図書】

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

制
服
に
身
を
固
め
た
消
防
団
員
が
、

式
に
先
立
っ
て
H

ま
と
い
u

(
本
年
新

制
多
悶
正
夫
さ
ん
か
ら
寄
附
)
を
先

頭
に
市
街
地
を
さ
っ
そ
う
と
行
進
し
、

町
民
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
え

そ
の
あ
と
町
民
セ
ン
タ
ー
に
英
利
河

花
石
、
横
川
、
今
金
町
四
分
団
員
が
参

にて迎車告いた Lます.

b小学校 月額 2，800円

(現行 2，700円)

月1in3.6口口問
(現行 3，400円)

・2月の当番医

1日 北格山町国保病院E④5321

8日今金町国保病院②0221

11日瀬棚町僧崎医院 ④3022

15日 北崎山町国保病院④5321

22日北楠山町平医院④5011

b中ιit!立

のように改正されま Lた.

b通常郵使料金

口第一種 (てがみ)

定形 20gまで 60円

50gまで 70同

定形外 50gまで 120問

100gまで 170円

。第 2種(はがき)

通;~.はがき 40問 (30円)

往復はがき 80円 (60円)

小包はがき 40円 (30阿)

町民スキー大会て・活附する選手

.今金町奨学資金のご利用を

町教育委員会では今年4月か勺

修学される学生の奨学資金内申 L

込みを受け付けしています。

b貸付傾 (月額)高校5千同

大学 l万円、大学院 1万 2千円

b償還卒業後6カ月熔置、 10

年以同町年l世イ首泊。担利子。
lH付けを受けようとする方は、
3月20固までに在学校を通じて申
L 込みください。

詳しいことは町教育委員会へ右

問い合わせ〈ださい。

.手1)別川河川敷地使用許可の

更新を

一級河川利別川町河川敷地使用

内許可は 3年ごとに更新するニと

になっています。許可を受けて使

用 Lている方で引き続き使用され

る方は 2月末固までに函館開建利

別川改修事業所管理係てe手続きし

加
し
、
一
年
間
的
防
火
、
防
火
へ
の
立

を
新
た
に
普
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
席
上
で
は
永
年
勤
続
、
功
縦

団
買
の
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
町
通
り
で
す
。

+
北
海
道
知
事
表
彰
マ
勤
労
草
nu長
崎

点
(
樋
川
)
千
葉
務
(
樋
川
)

マ
十
年
以
上
勤
続

1
涼
藤
陸
二
(
花
石
)

-
道

A
防
協
会
長
表
彰
マ
功
同
組
章

1
安

達
芳
雄
(
極
川
)
安
達
一
夫
(
種
川
)

マ
二
十
年
以
上
劫
統
章

1
白
山
市

(今

金
)
千
葉
務

(樫
川
)
長
崎
貞
(種
川
)

川
平
茂
(
極
川
)
マ
十
年
以
上
勤
鋭
意

1
吉
田
国
市
内
容
金
)
中
唐
利
勝
(同
)

三
叫
弘
賊
(
同
)
村
上
其
之
(
同
)
下

山
敏
博

(同
)
小
岩
高
峰

(横
川
)
干

葉
進

(稜
川
)
原
口
良
一
(
佐
川
)
遠

藤
啓
二

(花
有
)

-
町
長
表
彰
マ
二
十
年
以
上
勤
続
H
R
白

山
消

(
A
ヨ
金
)
干
謎
務
(
組
川
)
長
崎

貞
(
種
川
)
川
平
茂
(
極
川
)

選
手
ら
熱
戦
を
展
開

軍
部
回
町
民
ス
キ
l
大
企

町
体
育
協
会
草
市
地
、
ス
キ
l
連
盟
主

告
の
第
二
十
六
田
町
民
ス
キ
!
大
会
は

一一
月

一
日
午
前
九
時
過
ぎ
か
ら
西
ノ
杜

ス
キ
l
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
道
民
ス
ポ
ー
ツ
愉
山
冬
季

大
会
選
手
選
考
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、

参
加
選
手
は
犬
は
り
き
リ
、
日
明
純
白

を
Mm
ん
だ
成
什
会
乞
思
う
存
分
散
践
し
て

い
ま
し
fも

成
総
は
次
向
通
り
H
H
1

位
の
み

〈
〉
大
回
転
マ
小
学
一
年
男
子
出

村
陀
同
立
千
明
科
帥
探
マ
小
学
二

年
男
子
花
舟
刊
行
同
女
子

一
ノ

瀬
佳
ぷ
美
マ
小
笠
二
年
男
子
住
吉
淳

同
玄
JT
和
国
恋
子
守
小
学
四
年
川
内
子

岩
井
他
的
マ
小
学
五
年
男
子
一
ノ
瀬

紀
之
同
女
子

dHZ干
マ
小
学
六

年
男
子
外
崎
晃
教
同
玄
チ
村
上

晩
芋〈〉
距
離

マ
小
学
五
年
男
子
八
盛

田
町
捻
明
マ
同
六
年
男
子
阿
部
員
之

。
回
転

マ
中
学

一
年
男
子

山石井

尋
幸
同
二

三
年
男
子
一
ノ
瀬
隆
之

守
中
学

一
年
女
子
佐
々
木
背
干

守

一
般
玄
千
石
川
祐
子
マ
高
校
男
子

相
吋
誠

7
m
H年
男
子
小
林
実
マ
一

般
男
子
水
野
信
義

。
距
離

マ
中
学
一
年
原
敏
春

同
女
千
四
百
弘
長
守
中
笠

一年

同
回
航
ニ
マ
一
般
水
野
信
義

図
感

謝

し

ま

す

10

-
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
予

章]【児

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

消
防
法
で
は
、
発
火
性
文
は
引
火
性

の
物
ロ
聞
を
危
険
物
と
し
て
賀
足
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
危
険
物
を
指
定
数
量
以

上
貯
蔵
し
、
文
は
、
取
り
扱
う
縄
張
に

お
い
て
、
伝
保
問
物
を
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
危
険
物
取
扱
者
免
状
を

持
っ
て
い
る
資
格
者
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
危
険
物
取
扱
者
向
資
格
を
得
る

に
は
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
合
格
し
、

免
状
的
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
近
で
は
、
こ
の
紙
験
を
毎
年
二
回
(

五
月
十
月
)
実
施
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
+
六
年
度
第

一
囲
内
試
験
は
、

マ
五
月
二
十
四
日
楠
山
支
庁
会
議
室

マ

願

芦

存

四

月

一
日
1
十
五
日

な
お
、
時
習
会
を
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
固
定
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

祥
し
い
こ
と
は
、
怜
山
支
庁
振
興
謀
、

又
は
、
梢
防
今
金
支
署
へ
問
い
合
せ
を

託
払
出

マ
大
倉
啓
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

各
五
千
円
を
光
の
星
学
図

・
小
百
A
か保

育
問
へ

マ
白
石
奉
仕
団

(代
表
伊
藤
ト

ミ
ノ
さ
ん
)
か
ら
お
む
つ
三
百
六
枚
を

控
寿
国
ヘ
マ
八
千
代
食
堂
(
昭
和
町
)

か
ら
六
千
七
百
円
を
光
町
星
学
関
ヘ
マ

中
皇
老
人
ク
ラ
ブ
(
代
表
遠
藤
束
さ
ん
)

か
」勺各

一
万
円
を
位
指
吋
悶

・
光
町
皇

学
閲
ヘ
マ
黒
沢
克
己
さ
ん
(
東
町
)
か

ら
十
万
円
を
社
協
生
活
応
急
食
金
ヘ
マ

匿
名
、

一
万
四
千
百
三
十
二
同
を
光

の
里
学
問
ヘ
マ
加
藤
保
さ
ん
(
昭
和

町
)
か
ら
五
千
円
広
葬
凶
ヘ
マ
今
金

町
役
場
職
員
組
合

(代
表
下
山
更
治
さ

ん
)
か
ら
各
二
万
九
千
四
百
二
十
八
円

を
烈
舟
凶

・
光
の
堕
U
干
阻
ヘ
マ
今
金
町

農
業
協
同
組
合
(
代
表
村
本
光
夫
さ
ん
)

か
ら
ベ
ソ

コ
飴
訓
イ
二
袋
を
政
舟
幽

ヘ
マ
今
金
町
テ
ニ
ス
辿
盟
(
代
表
伴

常
放
さ
ん
)
か
均

一
方

一
千
円
を
位

闘
ヘ
マ
今
金
町
ラ
イ
オ
/
ズ
ク
ラ
ブ
(代

表
向
紙
五
郎
さ
ん
)
か

句
み
か
ん
二
函

ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
ケ
ー
キ
五
ケ
を
政
舟

図
ヘ
マ
中
川
弘
一
さ
ん
(
八
束
)
か
ら

ウ
ル
米
=
T
T
J
を
控
寿
国
ヘ
マ
今
金
オ

ー
ト
鮒
(
代
表
川
村
正
夫
さ
ん
)
か
り

五
万
円
を
光
町
皇
学
園
ヘ
マ
今
金
日
石

山
開
(
代
表
川
村
正
夫
き
ん
)
か
ら
五
万

円
を
豊
寿
園
ヘ
マ
栗
山
幸
雄
さ
ん

(
東

町
)
か
ら
二
千
円
を
祉
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
マ
高
谷
昭
義
さ
ん
(
栄

町
)
か
ら
年
越
ソ
パ
十
八
人
分
を
豊
寿

園
、

引



E国
所

得

税

の

確

定

申

告

は

二

月

十

六

日

か

ら

3
月
2
日
に
納
税
相
談

ー
ー
-

昭
和

b
イ
』
年
分
の
所
得
税
同
館
定

中
告
と
納
川叫
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
巾
竹
と
納
税
の
期
間
は
、
二
月

」
L
ハ
口
か

2
-一日
i
六
U
ま
で
で
す
。

---

雑
損
控
除
、
似
療
従
控
降、

住
宅
取

得
作
除
な
ど
を
剛
山
由
と
し
て
泣
付
を
受

け
る
た
的
内
巾
作
は
二
月

i
!八
日
前
で

も
受
付
け
て
い
ま
す
。

巾
比円
占
を
九K
U
く
と
き
に
は
、

寸山中告

占
の
』
き
か
た
」
や
「
所
俳
悦
の
附
定

巾
ι

市川
町
干
引
き
」
を
参
与
に
し
て
く
だ

さ
い
。
所
得
金
傾
や
悦
傾
向
計
算
の
し

か
た
な
ど
で
、
解
か
ら
な
い
山
が
あ
リ

ま
し
た
ら
、
い
ね
日
比
較
に
税
務
相
談
室
や

Mmdv，
将
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
務
官
引
の
窓
口
は
、
期
限
間
近
に
な

リ
ま
す
と
大
変
泌
雑
L
、
仲
間
ち
YM
い
て

相
以
で
き
主
か
っ
た
り

H
K
い
時
川
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

山中
告
は
で
き
る
だ
け
平
く
治
ま
せ
る
よ

っ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
附
定
中
品
川
町
期
間
中
は
、
税

務
署
の
は
か
に
L
、
役
場

商
工
会
で

も
、
無
料
で
小
ι門
的
相
談
に
比
じ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す

と
、
制
帆
務
占
知
的
作
成
な
と
を
依
川
相
す

る
人
が
多
い
こ
と
に
印
来
し
て
、
悦
則

土
業
務
を
行
つ
A
H
怖
の
主
い
人
が
、
巾

白
書
の
作
成
主
ど
を
す
る
こ
と
か
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
ニ
七
校

N
t
」

川
崎
、
法
律
に
必
反
す
る
ば
か
り
で
な
く

納
税
者
に
迷
惑
を
か
け
る
ニ
と
が
多
い

の
で
、
依
州
制
す
る

h
は
、
正
規
の
鋭

m

t
で
あ
る
か
ど
、
っ
か
を
削
刑
務
判
や
税
問

i
会
で
よ
く
峨
か
的
て
、
台
仰
の
主
い

人
に
は
、

依
相
L
4
い
よ
う
に
ご
花
む

く
だ
さ
い
。
0

0

 

4
お
、
三
月
二
日
に
A
壬

町
役
場
で

納
脱
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
欠
悦
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

-
季
節
労
働
者
の
健
康
診
断

安
心
し
て
山
保
ぎ
て
き
る
よ
ヲ
に
と
町
と

職
業
掠
油
相
談
所
で
は
、
手
節
労
働
者
を
対

組
に

一
川」
l

六
日
町
民
セ

μ
タ

l
で
他
版
診

断
を
行
い
ま
し
た
.

一
年
に
一
皮
肉
診
断
で
受
診
者
は
、
血
圧

測

定

尿

検
宜
主
と
の
検
世
を
畳
け
今
年
J
U

H

安
心
し
て
行
け
る
主
あ
仰
と
わ
ね
』
ぃ

ι品

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

市IJfJに
よヒベて

人口 9.122(-9 ) 
男 4.458(-4)

立 4.664(-5)

世 引 2日2(0) 

(12}im円現在)
f1:!O"本台帳

主住民の到11怠
川凶
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

向山
井
一
位
太
%
(
仁
叶
二
切
)
尚
栄
町

同
州
奈
沖
美
川
市

(友
明

二
女
)
八
山
本

凶

飢

タ

仏

(

昭

怖

を

)

脱

川

=広級=

トヒベγクス

c1 01 

圃
商
工
会
で
経
済
講
演
会
開
催

今
全
町
商
工
会
内

4
間
ド
業

(品
座
)
の
一
服
と
し
て
行

っ
た
も
の
で
こ
の
講
泌
が
一
川
ニ
1
三
H51
世
七
時
か

り
産
業
全
館
で
聞
か
れ

北
海
道
新
聞
社
政
治
経
済
部
の
時

間
他
的
郎
次
長
が

「
H
本
経
消
的
進
路
」
と
起
し
て
山
山
な

資
料
、
巧
み
主
制
術
で
参
加
者
同
司
氏
側
に
聞
き
入

っ
て
い
ま

し
た
。
同
氏
は
こ

肉
中
で
、
今
後
町
日
本
経
済
を
決
め
る
三

つ
の
大
き
な
U

口
は
石
油
の
柵
栴
動
向
、

円

ド
ル
の
ゐ
皆
レ

ー
ト
、
公
定
歩
A
H
の
水
唱
で
あ
る
と
し
民
間
的
活
力
を
ワ

ル
に
引
き
出
す
財
政
・
続
消
政
泌
が
地
切
に
と
ら
れ
れ
ば
、

毎
年
同

U
%
の
成
民
を
伴
っ
た
発
展
は
決
し
て
不
可
能
で

な
い
と
強
制
し
ま
し
た
。

、、ー白血

九
山

町

f
w刈
(ぷ一千

一
弘
)
J

ん
利
川

L
入
場
花
光
H
小
川
久

尖

子

市

船

山

総

災
M
A

(

ド川
μ
-
K
}川
川
町

剛
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す
o

fJ
口
鼠
巾
首
里
%
(
苦
明
二
女
)
中

川

平

山

出
U
太
山
叩
均
七
|
阿
松
山
口

谷

崎

加

公
W
A
(
和
男

長

ム
)八

鈴

川

山

汎
労
」
ハ
オ
阿
必
神

1
川

知山川町九

(昨川

一一

切
)稲
川
叫
八
市
川
山
内
雪
印
%

じ
↓
七
段
川

原
口
奈
似
千
%
(
山
長
女
)
阿

川

川

附

ハ

ル

コ

%

八

|

九

歳

神

小
山

勝
也
%
(
郁
雄
長
m
h
)
本

町

佐

政

・V
H

律

%

問

t
九

政

末

広
町

l
雌
他
太
町
市

(政川町

一山内
)本

un

小
引
キ
ミ
鬼

μ十
川

成

川

代

路

及

川

織

%

(怜
小
五
日
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